
■
事
前
テ
ス
ト
後
に
本
番
フ
ラ
イ
ト
を
実
施

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
2
月
4

日
に
事
前
テ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト
を
実
施
し
、
光

源
の
確
保
や
電
波
状
況
を
確
認
。
本
番
の

2
月
7
日
の
点
検
フ
ラ
イ
ト
で
は
、
撮
影

デ
ー
タ
を
用
い
た
正
確
な
点
検
が
可
能
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
ド
ロ
ー
ン
点
検
の
今
後
の
可
能
性

今
回
の
試
み
は
、
小
樽
市
水
道
局
や
工
事

受
注
者
に
と
っ
て
も
初
の
取
り
組
み
で
あ
り
、

共
成
レ
ン
テ
ム
や
北
日
本
ス
カ
イ
テ
ッ
ク
に

と
っ
て
も
新
た
な
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
成
功
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

水
槽
点
検
が
今
後
の
有
効
な
手
法
と
な
る

可
能
性
が
高
ま
り
、
同
様
の
点
検
業
務
へ
の

応
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
事
例
は
下
水
処
理
場
の
業
務
効

率
化
だ
け
で
な
く
、
ド
ロ
ー
ン
技
術
の
さ
ら

な
る
発
展
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
、
安

全
性
向
上
や
作
業
の
効
率
化
・
省
力
化
を

促
進
す
る
重
要
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
ド
ロ
ー
ン
技
術
を
活
用
し
た
イ
ン
フ

ラ
点
検
の
進
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ド
ロ
ー
ね
っ
と
Vol.2

2025.06.13

下水処理水槽内の試運転におけるドローンを活用した点検が成功

当
社
で
は
、IC

T

施
工
のSta

g
e II

に
対
応
す
る
た
め
、

R
T
K

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
搭
載
し
た
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
、
現
場
の

「見
え
る
化
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
初
心
者
で
も
簡

単
に
測
量
が
行
え
る
点
群
処
理
デ
バ
イ
ス
「Ed

g
e

」の
販
売

を
開
始
し
ま
し
た
。Ed

g
e

は
固
定
局
と
し
て
も
使
用
可
能

で
、
測
量
作
業
の
大
幅
な
効
率
化
に
貢
献
し
ま
す
。

今
回
導
入
い
た
だ
い
たR

T
K

搭
載
ド
ロ
ー
ン
「Ma

v
ic  

E
n
terp

rise

（※

現
在
終
売
）
」は
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
レ
ベ
ル
の

高
精
度
測
位
を
実
現
し
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
作
業
を
飛
躍
的

に
効
率
化
。Ed

g
e

と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
従
来
の
作
業

時
間
の
約
3
分
の
1
で
測
量
を
完
了
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

■

ド
ロ
ー
ン
とE

d
g
e

の
活
用
ポ
イ
ン
ト

・点
群
処
理
・土
量
管
理
・進
捗
管
理
な
ど
の
業
務
に
対
応

・Ed
g
e

は
建
機
の
固
定
局
と
し
て
使
用
可
能
でIC

T

建
機

（IC
T

ブ
ル
）に
よ
る
盛
土
工
事
で
も
活
用

・高
精
度
な
測
量
と
作
業
時
間
の

短
縮
を
同
時
に
実
現

・社
員
のIC

T

ス
キ
ル
向
上
（
点
群

処
理
の
内
製
化
、
ド
ロ
ー
ン
資
格

取
得
の
促
進
）

今
後
は
、
ド
ロ
ー
ン
単
体
で
は
な

く
周
辺
機
器
と
の
連
携
を
進
め

る
こ
と
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
現

場
を
可
視
化
す
る
「デ
ジ
タ
ル
ツ

イ
ン
」の
構
築
や
、
省
力
化
・省
人

化
に
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
技
術
は
、
今
後
ま
す
ま
す

多
様
な
分
野
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

共
成
レ
ン
テ
ム
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
を
結
成
し
キ
ッ
ク
オ
フ
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

キ
ッ
ク
オ
フ
は
、
道
央
地
区
と
道
東
地

区
の
2
地
区
に
分
か
れ
て
ル
ー
ル
説
明

や
実
際
に
使
用
す
る

ド
ロ
ー
ン
ボ
ー
ル
な
ど
に
触
れ
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
は
大
会
に
参
加
し
勝
利

す
る
こ
と
で
す
の
で

日
々
練
習
に
励
み
ま
す
。

編
集
担
当

梶
原
千
裕
・熊
谷
郵
輝
子

【編
集
後
記
】

従
来
の
課
題
を
克
服
し
、
迅
速
か
つ
安
全
な
点
検
業
務
を
実
現

ド
ロ
ー
ン
技
術
の
活
用
が
新
た
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

今
後
の
可
能
性
に
期
待
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Drone＋net
─業務効率化と安全性向上に向けた新たな挑戦─

ドローン国家資格対応
─二等無人航空機操縦士─

「二
等
無
人
航
空
機
操
縦
士
」

コ
ー
ス
を
受
講
し
て
修
了
審
査
に

合
格
さ
れ
ま
す
と
、
無
人
航
空

機
操
縦
士
試
験
機
関
の
「一
般

財
団
法
人
日
本
海
事
協
会
」で

行
う
、
国
家
資
格
「二
等
無
人

航
空
機
操
縦
士
」試
験
の
際
に
、

実
施
試
験
を
免
除
す
る
こ
と
が

で
き
、
国
家
試
験
を
受
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

RTKモジュール搭載ドローンで実現する3次元測量の効率化
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北
海
道
小
樽
市
水
道
局
が
発
注
し
た
下
水
終
末
処
理
場
工
事
に
お
け
る
屋
内

水
槽
で
の
機
器
試
運
転
に
お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
新
た
な
試
み
が
成
功

し
ま
し
た
。
本
試
運
転
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
で
の
点
検
業
務
は
、
株
式
会
社
共
成

レ
ン
テ
ム
と
業
務
提
携
先
の
北
日
本
ス
カ
イ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
が
担
当
し
、
２
０

２
５
年
２
月
７
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

■
ド
ロ
ー
ン
で
従
来
の
課
題
を
解
決

今
回
の
ド
ロ
ー
ン
で
の
点
検
業
務
は
、
水
槽
内
の
散
気
装
置
（
水
中
へ
超
微
細
気

泡
を
発
泡
さ
せ
る
機
器
）
の
更
新
工
事
に
伴
い
、
散
気
装
置
か
ら
正
常
に
超
微

細
気
泡
が
発
泡
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の

方
法
で
は
、
作
業
員
が
水
槽
内
に
入
る
か
、
水
槽
の
開
口
部
か
ら
目
視
で
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
安
全
面
の
リ
ス
ク
や
機
材
破
損
の
懸
念
が
あ
り
、

さ
ら
に
視
認
で
き
る
範
囲
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
新
た
な
手
法
と
し
て
ド
ロ
ー
ン
を
水
槽
内
に
飛
行
さ
せ
、
動
画
や
写
真

を
撮
影
す
る
こ
と
で
発
泡
状
況
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
手
法
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

●

安
全
性
の
向
上

作
業
員
が
水
槽
内
に
入
る
必
要
が
な
く
な
り
、

事
故
リ
ス
ク
を
低
減

●
点
検
の
迅
速
化

短
時
間
で
広
範
囲
の
状
況
を
把
握
可
能

●
機
材
破
損
リ
ス
ク
の
低
減

従
来
の
目
視
確
認
よ
り
も
低
リ
ス
ク

●
省
人
化
の
促
進

作
業
負
担
を
軽
減
し
、
効
率
的
な
運
用
が
可
能

一
方
で
、
ド
ロ
ー
ン
の
運
用
に
は
以
下
の
よ
う
な

課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

●
墜
落
リ
ス
ク

狭
い
空
間
で
の
飛
行
に
伴
う
リ
ス
ク

●
暗
所
で
の
光
源
確
保

水
槽
内
は
暗
く
、
適
切
な
照
明
が
必
要

●
電
波
の
届
き
に
く
さ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
に
よ
る
通
信
障
害
の
懸
念

●
気
泡
の
視
認
性

撮
影
デ
ー
タ
で
気
泡
の
発
生
状
況
を
正
確
に

把
握
で
き
る
か
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